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2 子どもなんでも相談窓口が７月４日オープン

4 シリーズ市政の「今」　連携と交流による活力あるまちづくり

6 EVENT PICK UP

8 郷土資料館がリニューアルオープン

10 休日急病診療所の開設日が月３回に市民病院で「ボツリヌス療法」始めます

11 原子力災害住民避難計画（改正版）Ｑ＆Ａ

12 市政情報ＢＯＸ

14 上下水道だより『すいすい』

16 子ども版「広報まいづる」　舞鶴っ子

17 まいづるレシピ帖広報クイズ

20
市内学校めぐり
　舞鶴ＹＭＣＡ国際福祉専門学校
　ポリテクカレッジ京都　

22 舞鶴若もんワーク＆ライフ

25 マイ健康通信

26 お知らせコーナー

32 まいづる元気人、花図鑑

2016

Vol.965

６月３日、府漁協舞鶴地方卸売市場に大
型のクロマグロ41尾が水揚げされまし
た。近年まれに見る豊漁で328㌔の超大
物も。京都中央卸売市場や東京築地市場
に出荷されました。

●●●●●今月の表 紙
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　７月４日から、中総合会館３階に「子どもなんでも相談窓口」を開設。
子ども・子育てに関する相談・支援窓口を集約し、妊娠期から出産・子
育て期、学童期・18歳までの子ど
もに関するさまざまな相談に総合
的に対応。保健センター・子育て支
援基幹センターとも連携し、切れ目
のない支援で子育て世帯を応援し
ます。
　子育てに限らず、非行や不登校、
児童虐待など、子どもに関する悩みや相談ごとがある人は、一人で悩まず、
「子どもなんでも相談窓口」にご相談ください。子ども本人からの相談も
受け付けますので、ぜひご連絡ください。
　保育士、社会福祉士、教員経験者などさまざまな分野の専門職員が、個々
の状況に合わせて一緒に考えながら解決に向けてサポートしていきます。
　なお、秘密、個人情報は厳守します。開設日などは次のとおり。
▶詳しくは、子どもなんでも相談窓口（☎66・2120）へ。

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

　　　　

「子どもなんでも相談窓口」が

安心して子どもを産み育てられる環境づくり

　　　　７月４日オープン

私たちがお話をお伺いします！
毎週月～金曜日
８時30分～17時15分
毎週月～金曜日

開設日時

M A P

中総合会館３階中総合会館３階

開設場所

◇子どもに関する何でも相談
◇子育て支援サービスに関する情
報提供

◇子どもに関する何でも相談

業務内容

子ども支援課「子どもなんでも相談窓口」
（☎ 66・2120、　℻  66・2140）
※土・日曜、祝日、年末年始は休み（留守
番電話あり、後日連絡します）。
※児童虐待などの緊急時は、児童相談所全
国共通ダイヤル189番へおかけください。
24時間対応で児童相談所につながります。

子ども支援課「子どもなんでも相談窓口」

問い合わせ先

中舞鶴郵便局
●

コンビニ
●

ガソリン
スタンド●

↓至西舞鶴

至東舞鶴市街
→

中総合会館

妊娠期 出産 産後 学童期 思春期 18歳子育て期

子どもなんでも相談窓口
(子ども総合相談センター内☎ 66・2120）

◇総合相談　◇教育一般相談　◇非行相談　◇虐待相談

子育て支援基幹センター
（☎ 62・0103）

◇子育て相談  ◇子育て関連情報の提供

連携 連携

連携

３つのセンターが１つのチームになって
妊娠期から18歳までの切れ目ない支援を実施

保健センター
（☎ 65・0065）

◇助産師相談  ◇健康相談  ◇発達相談

毎日子育てをしている

中で、“こんなときはど

うしたらいいの？”と不

安になることって誰でも

ありますよね。ちょっと

したことで悲しくなったり、うまくいかなくて泣

きたくなったり…そんなときは我慢せずに話して

みてください。子どものこと、自分のこと、家族

のこと…どんなことでもOKです。

お母さんがまた、前向きに子育てに向かえるよ

う、みんなで応援します。

お父さん・お母さんはもちろん、お

孫さんのこと、ご近所のお子さんのこ

となど、心配なことは、“なんでも”“ど

なたでも”相談してみてください。も

ちろん本人からの相談もできます！

私たち相談員が一緒に考え、各機関と連携してサポートさせていた

だきます。相談してよかったと言っていただけるように頑張ります。

※就学前までの相談は、今までどおり直接保健センターや子育て支援基幹センターで相談できます

←至長浜

市民グラウンド
●

その他

子ども支援課の一部が移転するた
め、次のことは（☎66・2004）へ。
◇こんにちは赤ちゃん事業
◇地域子育て支援拠点事業
◇舞鶴子ども育成支援協会　など

妊娠期 出産

子どもなんでも相談窓口

妊娠中や出産の不安、子どもの

成長や発達、心やからだの健康な

どで、不安になったときはひとり

で悩まず誰かに話しましょう。保

健センターでは、保健師・助産師・歯科衛生士・管理栄養士が

妊娠中から出産・子育てまで切れ目なくサポートしていますの

で、安心していつでも気軽に相談してくださいね。

保健センター 子育て支援基幹センター
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